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(54)【発明の名称】 内視鏡の電動駆動式湾曲装置

(57)【要約】
【課題】術者が操作部を操作して、湾曲部がロックされ
ていない状態に任意に切り換えることができる内視鏡の
電動駆動式湾曲装置を提供すること。
【解決手段】クラッチ１４をほぼ完全にスリップする状
態と一定以上の負荷によりスリップする状態とに切り換
えるためのクラッチ切換操作スイッチ１７を操作部１０
に配置した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部の先端付近に形成された湾曲部を遠
隔操作によって屈曲させるための湾曲操作機構が操作部
内に配置され、上記湾曲操作機構を駆動するための減速
機構付モータと上記湾曲操作機構とが、一定以上の負荷
によりスリップするクラッチを介して連結された内視鏡
の電動駆動式湾曲装置において、
上記クラッチをほぼ完全にスリップする状態と上記のよ
うに一定以上の負荷によりスリップする状態とに切り換
えるためのクラッチ切換操作スイッチを上記操作部に配
置したことを特徴とする内視鏡の電動駆動式湾曲装置。
【請求項２】上記クラッチが電磁クラッチであり、上記
クラッチ切換操作スイッチが、上記電磁クラッチのオン
とオフを切り換えるものである請求項１記載の内視鏡の
電動駆動式湾曲装置。
【請求項３】上記減速機構付モータのオンとオフを切り
換えるための湾曲操作スイッチが上記操作部に配置され
ていて、その湾曲操作スイッチが上記クラッチ切換操作
スイッチを兼用している請求項２記載の内視鏡の電動駆
動式湾曲装置。
【請求項４】上記湾曲操作スイッチが、上記減速機構付
モータを正逆回転させるための一対の押し釦スイッチか
らなり、その一対の押し釦スイッチの一方のみを押すと
上記電磁クラッチがオンになって一定以上の負荷により
スリップする状態になり、上記一対の押し釦スイッチの
両方を同時に押すと上記電磁クラッチがオフになってほ
ぼ完全にスリップする状態になる請求項３記載の内視鏡
の電動駆動式湾曲装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、挿入部の先端に
形成された湾曲部をモータにより屈曲させるようにした
内視鏡の電動駆動式湾曲装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の電動駆動式湾曲装置においては
一般に、湾曲部を遠隔操作によって屈曲させるための湾
曲操作機構が操作部内に配置され、減速機構付モータと
湾曲操作機構とが、一定以上の負荷によりスリップする
クラッチを介して連結されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】クラッチは、湾曲部が
屈曲動作中に粘膜面に押し当たる状態になった場合に、
その押圧力が大きくなり過ぎないようにするために設け
られているが、あまり小さな力でクラッチがスリップし
たのでは湾曲動作がスムーズに行われないので、クラッ
チがスリップを始める負荷はある程度以上の大きさに設
定される。
【０００４】また、内視鏡の電動駆動式湾曲装置に用い
られる減速機構付モータは、減速比が例えば１００～数
１００程度と非常に大きいので、出力軸側を外力で回転
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駆動しようとしても抵抗が大きくて容易に回転させるこ
とはできない。
【０００５】そのため、内視鏡検査が終了して体内から
内視鏡を引き出す際には、湾曲部はロックされたのと同
様の状態になっており、湾曲部が屈曲したままの状態で
体内から引き出すと危険な状態になるおそれがある。
【０００６】そこで本発明は、術者が操作部を操作し
て、湾曲部がロックされていない状態に任意に切り換え
ることができる内視鏡の電動駆動式湾曲装置を提供する
ことを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の電動駆動式湾曲装置は、挿入部の
先端付近に形成された湾曲部を遠隔操作によって屈曲さ
せるための湾曲操作機構が操作部内に配置され、湾曲操
作機構を駆動するための減速機構付モータと湾曲操作機
構とが、一定以上の負荷によりスリップするクラッチを
介して連結された内視鏡の電動駆動式湾曲装置におい
て、クラッチをほぼ完全にスリップする状態と上記のよ
うに一定以上の負荷によりスリップする状態とに切り換
えるためのクラッチ切換操作スイッチを操作部に配置し
たものである。
【０００８】なお、クラッチが電磁クラッチであり、ク
ラッチ切換操作スイッチが、電磁クラッチのオンとオフ
を切り換えるものであれば、容易に構成することができ
る。また、減速機構付モータのオンとオフを切り換える
ための湾曲操作スイッチが操作部に配置されていて、そ
の湾曲操作スイッチがクラッチ切換操作スイッチを兼用
していれば、操作がより簡便になる。
【０００９】その場合、湾曲操作スイッチが、減速機構
付モータを正逆回転させるための一対の押し釦スイッチ
からなり、その一対の押し釦スイッチの一方のみを押す
と電磁クラッチがオンになって一定以上の負荷によりス
リップする状態になり、一対の押し釦スイッチの両方を
同時に押すと電磁クラッチがオフになってほぼ完全にス
リップする状態になるようにしてもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、本発明の第１の実施例の内視鏡の電
動駆動式湾曲装置を示しており、可撓管状の挿入部１の
先端近傍に、遠隔操作によって屈曲する湾曲部２が配置
され、対物光学系等が内蔵された先端部本体３が湾曲部
２の先端に連結されている。この実施例においては、湾
曲部２は上下二方向に屈曲する。
【００１１】挿入部１の基端に連結された操作部１０に
は、湾曲部２を牽引駆動するための湾曲操作ワイヤ１１
Ｕ，１１Ｄの基端部分が巻回されたプーリ１２（湾曲操
作機構）が回転自在に配置されている。
【００１２】そして、プーリ１２を回転駆動するための
減速機構付モータ１３とプーリ１２とが、電磁クラッチ
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１４を介して連結されている。減速機構付モータ１３の
減速機構の減速比は、例えば１００～数１００程度であ
る。
【００１３】電磁クラッチ１４は、通電されていない状
態ではほぼ完全にスリップし、通電されている状態では
回転運動を伝達するが、従動側であるプーリ１２に一定
以上の負荷がかかればスリップする。
【００１４】操作部１０内には、減速機構付モータ１３
と電磁クラッチ１４の動作を制御するための制御部１５
が配置されている。制御部１５は、マイクロコンピュー
タと、インターフェイスと、減速機構付モータ１３及び
電磁クラッチ１４の各駆動回路とを含んでいる。
【００１５】操作部１０の外面には、減速機構付モータ
１３のオン／オフ操作を行うための上方向用湾曲操作ス
イッチ１６Ｕと下方向用湾曲操作スイッチ１６Ｄとが並
んで配置され、さらに電磁クラッチ１４のオン／オフ操
作を行うためのクラッチ切換操作スイッチ１７が配置さ
れている。
【００１６】各スイッチ１６Ｕ，１６Ｄ，１７は、いず
れも押し釦状のものであるが、減速機構付モータ１３は
湾曲操作スイッチ１６Ｕ，１６Ｄが押されている間だけ
オンになり、電磁クラッチ１４はクラッチ切換操作スイ
ッチ１７が押される度にオン状態とオフ状態が切り換わ
るように制御部１５で制御される。
【００１７】操作部１０から延出する接続ケーブル１９
は、光源装置又はビデオプロセッサ等を兼用する電源装
置２０に連結されており、電源装置２０に配置された絶
縁トランス２１から制御部１５の駆動回路部分等に駆動
電流が供給される。
【００１８】このように構成された内視鏡の電動駆動式
湾曲装置は、クラッチ切換操作スイッチ１７がオンの状
態において、上方向用湾曲操作スイッチ１６Ｕが押され
ると、その間だけ減速機構付モータ１３が順方向に回転
して、その回転が電磁クラッチ１４を介してプーリ１２
に伝達され、上方向用湾曲操作ワイヤ１１Ｕが牽引され
ることにより湾曲部２が上方向に屈曲する。
【００１９】また、クラッチ切換操作スイッチ１７がオ
ンの状態において、下方向用湾曲操作スイッチ１６Ｄが
押されると、その間だけ減速機構付モータ１３が逆方向
に回転して、その回転が電磁クラッチ１４を介してプー
リ１２に伝達され、下方向用湾曲操作ワイヤ１１Ｄが牽
引されることにより湾曲部２が下方向に屈曲する。
【００２０】そのような屈曲動作の最中に、湾曲部２に
一定以上の過大な負荷がかかると、プーリ１２に加わる
抵抗により電磁クラッチ１４がスリップし、減速機構付
モータ１３が回転してもプーリ１２が回転しない状態に
なる。
【００２１】クラッチ切換操作スイッチ１７を押して電
磁クラッチ１４をオフにすると、電磁クラッチ１４がほ
ぼ完全にスリップする状態になって、プーリ１２と減速
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機構付モータ１３との間が切り離されるので、湾曲部２
が外力によって屈曲する状態になる。しがって、挿入部
１を体内から引き出す際には、通過する管腔の形状に沿
って湾曲部２が変形しながら安全に引き出される。
【００２２】図２は、本発明の第２の実施例の内視鏡の
電動駆動式湾曲装置を示しており、湾曲操作スイッチ１
６Ｕ，１６Ｄによってクラッチ切換操作スイッチ１７を
兼用したものである。したがって、第１の実施例のよう
な独立したクラッチ切換操作スイッチ１７は設けられて
いない。その他の構成は第１の実施例と同じである。
【００２３】次に、制御部１５のソフトウェアの内容を
示す図３のフロー図も参照して、第２の実施例の動作を
説明する。図３におけるＳはステップを示す。この制御
は、湾曲操作スイッチ１６Ｕ，１６Ｄの一方又は両方が
一定時間（例えば０．１～０．５秒程度）以上オンにさ
れることによってスタートし、上下両方向用の湾曲操作
スイッチ１６Ｕ，１６Ｄが一緒にオンにされた場合に
は、電磁クラッチ１４をオフにして終了する（Ｓ１、Ｓ
２）。
【００２４】オンにされたのが上下両方向用の湾曲操作
スイッチ１６Ｕ，１６Ｄでない場合には、電磁クラッチ
１４をオンにして（Ｓ３）、上方向用湾曲操作スイッチ
１６Ｕがオンにされたのであれば、上方向用湾曲操作ス
イッチ１６Ｕがオンの状態の間、減速機構付モータ１３
を順方向に回転させて湾曲部２を上方向に屈曲させる
（Ｓ４、Ｓ５、Ｓ６）。
【００２５】下方向用湾曲操作スイッチ１６Ｄがオンに
されたのであれば、下方向用湾曲操作スイッチ１６Ｄが
オンの状態の間、減速機構付モータ１３を逆方向に回転
させて湾曲部２を下方向に屈曲させる（Ｓ７、Ｓ８）。
湾曲操作スイッチ１６Ｕ，１６Ｄがいずれもオンでなく
なれば、減速機構付モータ１３をオフにする(Ｓ９)。
【００２６】このようにして、一対の湾曲操作スイッチ
１６Ｕ，１６Ｄの一方のみを押すと、電磁クラッチ１４
がオンになって一定以上の負荷によりスリップする状態
になり、湾曲操作スイッチ１６Ｕ，１６Ｄの操作に応じ
た湾曲動作が行われる（クラッチ操作から湾曲操作への
移行がスムーズになる）。そして一対の湾曲操作スイッ
チ１６Ｕ，１６Ｄの両方を同時に押すと、電磁クラッチ
１４がオフになってほぼ完全にスリップする状態にな
る。
【００２７】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば制御部１５の配置は電源装置２０側
であってもよく、減速機構付モータ１３のモータと減速
機構は一体的である必要はなく、各々を独立して設けて
もよい。
【００２８】また、プーリ１２、減速機構付モータ１
３、電磁クラッチ１４及び湾曲操作スイッチ１６Ｕ，１
６Ｄ等をもう一組併設することにより、本発明を上下左
右四方向の湾曲装置に適用することもできる。
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【００２９】
【発明の効果】本発明によれば、クラッチをほぼ完全に
スリップする状態と一定以上の負荷によりスリップする
状態とに切り換えるためのクラッチ切換操作スイッチを
操作部に配置したことにより、術者が操作部を操作し
て、湾曲部がロックされていない状態に任意に切り換え
ることができるので、内視鏡を患者の体内から引き出す
際にはクラッチを容易かつ確実にスリップ状態にして、
安全に引き出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の電動駆動式湾
曲装置の全体構成図である。
【図２】本発明の第２の実施例の内視鏡の電動駆動式湾*

6
*曲装置の全体構成図である。
【図３】本発明の第２の実施例の内視鏡の電動駆動式湾
曲装置の制御フロー図である。
【符号の説明】
２  湾曲部
１０  操作部
１２  プーリ
１３  減速機構付モータ
１４  電磁クラッチ
１５  制御部
１６Ｕ，１６Ｄ  湾曲操作スイッチ
１７  クラッチ切換操作スイッチ

【図１】

【図２】
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